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＜連絡事項＞
・3/5（金）深夜チーフ　木村佐江子→新山真巳子

（勤務変更のため）
・心電図検査を予定しております。

ご都合がつかない場合は、日程調整致しますので、ご連絡下さい。
北病棟→3/11（木）16：00～
検査当日に介助（患者様の誘導等）をして頂けると大変助かります。

ご協力宜しくお願い致します。
＜患者様連絡事項＞
・大澤　朋広様～明日、父様と14時にＰＳＷ（小屋敷さん）と今後について面談予定となっています。
・上村　みわ様～3月から洗濯は業洗扱いとします。
＜要注目患者様＞
・久保　興介様～昨日準夜帯の21時にモップをギターのまねにして使用している事ある為、
　　　　　　　後片づけの声掛けには素直に応じてその後休まれています。日中は、作業
で何をしたかの問いにスラスラと答えています。

・高橋　義明様～昼食の声かけは「食べたくない」と話すが、時間空けて献立の内容を再度伝えると「食べる」といい、レストラン移動し摂取後、声掛けで服薬は拒否なく飲まれています。部屋で過ごす際、断続的な唸り声は聞かれるが易怒性なく、話し掛けには対応できています。
・井上　和美様～プログラムで身辺整理の為部屋の掃除をしていた。スタッフ訪室すると自ら夜間尿もれして履くズボンが1枚しかないと訴えが聞かれています。夜間の水分摂取量や尿意感じたらトイレに行く事で改善出来る事と洗濯をこまめにする事でズボンも履ける事を説明に納得されています。他者とのトラブルや不満等なく過ごせています。訴え時傾聴し、共感後、他者とのトラブルに至らないよう関わっていきます。
・中川原　義雄様～今朝8：30歯痛の訴えで頓服ロキソプロフェンNa（60）1T服薬しています。本人は食後痛みがあったと話されています。以後は服用せず過ごしています。
＜皮膚科診察＞
・伊藤　雄一様～デルモゾールDP軟膏　1本処方となっています。
・小山田　順様～テルビナフェインクリーム1本処方となっています。
　　　　　　　　（診察は2週間毎：次回は3/18となります）
・角濱　義弘様～デルモゾールDP軟膏1本処方となっています。
・出河　攻様～デルモゾールDP軟膏1本処方となっています。
　　　　　　　掻痒感が軽減した事から、内服薬クレスマチン錠1㎎2Tが止めです。
・原　吉郎様～デルモゾールDP軟膏1本処方となっています。
・畑中　成夫様～ゲンタマイシン軟膏1本処方となっています。
　　　　　　　　

・杉澤　恵子様～デルモゾールDP軟膏1本処方となっています
　　　　　　　　テルビナフイン外用液1本処方となっています
・
・中村　豊様～①尿素クリーム1本処方となっています
　　　　　　　②テルビナフィインクリーム1本処方となっています

　他同内容で処置　　　　　

　
＜安ヶ平Dr診察状況＞　　　　　　

・中川原　義雄様～歯の噛み合いが悪い為、痛みがあるとの事。現在、主食お粥を摂取するも痛みは変わらないと言い継続指示歯痛時ロキソプロフェンNa（60）1T　10回分処方となっています。腰痛持続の為、フェルビナクスチック軟膏2本処方となっています。内服薬変更なし。
・出河　攻様～両膝軽度痛みあり、フェルビナクスチック軟膏はいらないと話されていた。
　　　　　　　主治医より１８ツムラ桂枝加朮附湯エキス顆粒（医療用）２．５ｇト 3 包
で痛み軽減している事と、血圧もアムロジピンを服薬する事で安定できて
いる事を説明している。現在震えが無い事には、リスペリドン（0.5）1Pと
減薬になったからと伝えています。内服薬変更なし。
・佐々木　悦子様～夜間睡眠状況にむらがあり、トイレ覚醒後再入眠できずに起きている時と中途覚醒後声掛けで睡眠出来た事を伝えると主治医からは、睡眠はとるよう説明受け納得されています。また、住所の質問に覚えており伝えています。内服薬変更なし。
・滝田　英人様～脈拍が徐脈と頻脈交合に現れ息苦しさの訴えも聞かれた事を伝えると
主治医より声高の独語を続けられたり、興奮することは控えるよう説明すると、一時的に幻聴に左右された発言が聞かれていたが、夜間の睡眠状況の問いには寝ていると答えています。内服薬変更なし。
・上村　みわ様～本人より、腰・臀部・足・肝臓・胆嚢が痛いと訴えが聞かれています。
　　　　　　　　主治医から、鎮痛薬として、塗り薬・湿布・飲み薬を出しますかに、薬は全部いいですと拒否されたあと、「破傷風だとテレパシーで言っているんです。電源を切って下さい」と発言が聞かれている為、薬は出さないで様子見ますかに納得され診察終了しています。内服薬変更なし。
・坂本　のり子様～夕食時々食べない事を伝えると、本人にお腹空かないかと聞かれオヤツ食べているから大丈夫と答えお腹の調子も悪くないと伝えています。以前よりは、右の股関節痛は軽減している事を話しています。内服薬変更なし。
